
令和３年度第２回地域医療構想調整会議結果概要について

横浜 川崎 相模原 三浦半島 湘南東部 湘南西部 県央 県西

R3.12.6（月）19時～
開催方法：対面

R3.12.9（木）19時～
開催方法：対面

書面 書面 書面 書面
R3.12.10（金）18時～
開催方法：Ｗｅｂ

書面

1
医療介護総合確保促進法に基づく
令和３年度神奈川県計画（医療
分）策定の概要について

2 病床整備事前協議の状況について

3
令和３年度基準病床数の見直し検
討について

事務局案を了承

報告事項

意見書提出を了承
文案は会長一任

報告事項 事務局案を了承

継続して調査・
議論を実施

8

【県央】
・県央地区における居住施設等
の介護サービス（医療対応）等
調査結果について
・医療と福祉の連携について

【主な意見】
○医療機関と介護施設側、それぞれが困りごとを抱え、それぞれが正解があると考えている。それらを擦り合わせるために話し合いの場を作ることが必要である。
○介護施設には調査・照会が多く、十分に回答できていない場合がある。調査目的・データ活用方法を示すことで協力してもらえるのではないか。

地域の個別議題

7
【相模原、県央】
「2025年に向けた対応方針」の
更新について

【主な意見（相模原）】
○2025年に向けた対応方針は、コロナ禍以前に策定されたものであり、現在の状況は当時の想定とは大きく異なる。また、新興感染症等への対応が、令和６（2024）年度を始期とする第８次計画に位置
付けられる予定であり、コロナ禍において顕在化した新たな課題を整理する必要がある。これらのことから、県内の病院が地域医療構想や対応方針の策定に対してどのような考えを持っているのか、県
下一斉に確認することも必要と考える。

【主な意見（県央）】
○（協議案件について）仕切り直して議論することが必要ではないか。
○県央地区では、回復期は一定充足している印象であり、むしろ慢性期が足りないと感じる。

4

【横浜】
書面協議結果を踏まえた、具体
的な対応案について（病床整備事
前協議関係）

【主な意見】
○議論を深めるため、事前に資料を共有して意見を募る、又は事後に改めて意見を集めるといった工夫が必要ではないか。

6

【川崎】
川崎北部地域における新たな救
命救急センターの必要性につい
て

○三次救急には概ね応需できており、むしろ二次救急が不足している印象であり、現状では救命救急センターの新規指定は不要である〔多数意見〕。
（新百合ヶ丘総合病院は）もう少し実績を積んでいくべき。
○今後の救急医療需要への対応や新興感染症等の有事の際を踏まえれば、一定程度の必要性も認められる。
○（聖マリは）将来的に高度救命救急センターを志向している。なった際には（新百合が）ローカルな救命救急センターという位置付けがあってもよい。

5
【横浜】
横浜はじめ病院のコロナ専門病
院としての再開について

【主な意見】
○（新規陽性者の発生状況が）小康状態が続く現状は、横浜市全域は大変不効率な医療体制を維持していると思う。しばらくは、はじめ病院が横浜市の軽症から中等症１までの患者を集約的に診ること
で、他の病院は少し違った医療展開ができるのではないか。
○１日当たりの看護師報酬が高いと聞く。（報酬の多寡で）中小病院から人材が流出してしまう可能性があるので、十分に注意してほしい。

共通議題（報告のみ）

【主な意見】
〇利用される患者・家族が在宅医療とはどういうものかを理解するための事業が全く見えない。そういったところにも費用を使うべき（横浜）

○特に意見なし

○特に意見なし

参考資料１



令和３年度第３回地域医療構想調整会議結果概要について
横浜 川崎 相模原 三浦半島 湘南東部 湘南西部 県央 県西

R4.2.7（月）19時～
開催方法：対面

書面 書面 書面 書面 書面 書面 書面

1
地域医療構想をめぐる国の検討状
況等について

2
【横浜、三浦半島】
令和３年度病床整備事前協議に
ついて【非公開】

事務局案を了承 事務局案を了承

事務局案を了承

事務局案を了承

事務局案を了承

共通議題（報告のみ）

【主な意見】
〇新興感染症等対応に関する検討については、検査・ワクチン接種等の対応と医療提供体制等の検討が整合性をもって行われるようにお願いしたい。（川崎）
〇医師の働き方改革は、時間外の救急医療に多大な影響があるため、事前に各医療機関へのアンケート調査や救急医療体制についての検討等が必要である。（川崎）
〇今後はＩＣＴを活用した医療・介護の連携強化のための環境整備や、在宅療養支援体制の充実を図る促進策などさらなる国・県による支援の検討が必要である。（相模原）
〇病床数の必要量の算定にあたっては、新型コロナウイルス感染症における地域医療の対応状況の検証を行い、新興感染症等の影響や今後の高齢化の進展を見据えた推計方法とするとともに、必要な病
床機能について地域の実情を踏まえて選択できるような工夫が必要である。（相模原）
〇今後も地域医療構想を三浦半島で成功させるために、三浦半島地区の特性も考慮し、現場の意見にも配慮していく必要があると考える。地域医療構想と地域福祉や介護障害分野との連携も必要である
（三浦半島）
〇推進会議は、圏域における保健、医療、福祉に係る重要事項を協議することを目的とする会だが、病床転換の協議や外来医療機能に関する協議など推進会議に全てを委ねることなく、県が明確な方針
を示し、地域でのWG等を十分活用できる体制を整えていただきたい。（県央）
〇第８次医療計画に盛り込まれる「新興感染症対応」に示されている「感染拡大時に活用しやすい病床や転用しやすいスペースの整備」はどのような病床を指しているのかが不明。地域医療構想の基本
的な枠組みは維持しつつとするならば、新興感染症対応のどの役割の病床を、どの区分の病床に当てるのかをある程度明確にした方がいいように思う。その辺りのデータも示していただけるとありがた
い。（県央）

地域の個別議題

3
【横浜】
令和４年度病床整備事前協議の
実施に向けた検討について 【主な意見】

○急性期病床の実態把握により議論がより深まるのではないか。病床を増やすことは人材の確保を伴うため、そういった視点も含めた客観的な資料整備をお願いしたい。

4
【横浜】
「2025年に向けた対応方針」の
更新について ○特に意見なし

5

【県央】
・県央地区における居住施設等
の介護サービス（医療対応）等
調査の変更（案）について
・高齢者施設調査について

【主な意見】
○現在、新型コロナ感染症の施設でのクラスター発生の対応に関して医師会として検討をしているが、この施設調査で、協力医など施設の状況が分かり参考になる。
〇データをもとに海老名市、海老名市内の高齢者施設、救急告示の３病院で話し合いを持つことができた。継続的に話し合いを続け信頼関係を醸成した上で協力できるところを模索したいと考える。


